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Z129a 超巨大ブラックホールの進化を探る広帯域Ｘ線高感度撮像分光衛星 FORCE
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銀河中心に存在する超巨大ブラックホールの宇宙論的進化の理解は、その母銀河との関わりも含めて、現代天
文学に課された最重要課題の一つである。その進化を読み解くための基礎となる観測対象が活動銀河核 (AGN)
であり、Ｘ線は AGN の直接検出に有効な手段である。近年の観測の進展により、これまでの 10 keV 以下の軟
Ｘ線観測では見逃されていた「ガスや塵に深く埋もれたAGN」が宇宙には多数存在しているとの示唆が得られて
いる。銀河の合体がおこると爆発的な星生成とガス降着が誘発され、深く塵に埋もれた状態で銀河中心ブラック
ホールが急成長するというシナリオが広く提唱されており、この埋もれた AGN は銀河との共進化を理解する上
で鍵となる種族である。これらの天体を直接検出するためには、透過力の強い 10 keV 以上の硬Ｘ線線観測が必
要不可欠である。FORCE は 1–80 keV の広帯域Ｘ線を 10秒角にせまる空間分解能で撮像分光する小型衛星計画
であり、広い光度範囲の埋もれた AGN をその数密度ピークとなる赤方偏移までカバーして検出するようデザイ
ンされている。本講演では、超巨大ブラックホール研究に対する FORCE が果たす役割について紹介する。


